福音のヒント　年間第10主日 (2016/6/5 ルカ7章11-17節)

教会暦と聖書の流れ
年間主日のミサの福音朗読は３年周期で、今年(C年)はルカ福音書をとおしてイエスの活動の歩みを追っていきます。今日の箇所は、カファルナウムで「病気で死にかかっていた」百人隊長の僕(しもべ)をいやした話(7章1−10節)に続いています。今日の話はルカ福音書だけが伝えるもので、瀕死の病人のいやしよりも、さらに大きな奇跡として、この死者のよみがえりの奇跡が伝えられているのでしょう。

そして今日の箇所の後、「来るべき方はあなたですか」という洗礼者ヨハネの問いを伝えに来たヨハネの弟子たちに対してイエスは語ります。「行って、見聞きしたことをヨハネに伝えなさい。目の見えない人は見え、足の不自由な人は歩き、重い皮膚病を患っている人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こえ、死者は生き返り、貧しい人は福音を告げ知らされている」(ルカ7章24節)。今日の福音の出来事は、今まさに神の国が始まっていることのしるしなのです。
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福音のヒント

(1)　ナインは、ガリラヤ地方の南部、ナザレの南東約6キロメートルのところに位置する町です。ルカ福音書では、イエスは4章14節からガリラヤでの活動を始め、9章51節でエルサレムに向かう旅を始めるまで、ずっとガリラヤ地方を中心に活動しています。
　イエスは息子を失った一人の女性と出会います。息子は彼女の「一人息子」で、彼女は「やもめ」だったと紹介されています。「やもめ(寡婦)」は当時、「みなしご(孤児)」や「寄留者」と並んで社会的弱者の代表でした。ユダヤ社会は男性中心の社会で、女性や子どもは、夫であり父親である成人男性に守られていなければ生きていくのが困難でした。「やもめ」「みなしご」は自分を守ってくれる夫や父親を持たないので、社会の中で本当に弱い立場の人々だったのです。また、人は自分の生まれ育った国に生きていれば、周囲の人々の支えが得られますが、外国に住む人は周囲の支えが得られないので、「寄留者＝寄留の他国人」も弱い立場の人の代表でした。

　このように見てくると、このやもめにとって一人息子は唯一の希望だったと考えられるでしょう。彼女が頼るべき相手は息子しかいないのに、その息子が死んでしまい、彼女は絶望のどん底に突き落とされていたはずです。
　なお「棺」とありますが、貧しいやもめの息子のことですから、立派な棺ではなく、亡くなった人を運ぶ担架のようなものを指しているとも考えられます。
　　(2)　13−14節「主はこの母親を見て、憐れに思い、『もう泣かなくともよい』と言われた。そして、近づいて棺に手を触れられると、…」。下線を引いた3つの言葉、「見る」「憐れに思う」「近づく」は、ルカ福音書ではセットのように他の箇所でも見られます。
　ルカ10章の「善いサマリア人」のたとえにはこうありました。「旅をしていたあるサマリア人は、そばに来ると、その人を見て憐れに思い、近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして、自分のろばに乗せ、宿屋に連れて行って介抱した」(33−34節)。
　ルカ15章の「放蕩息子」のたとえの中にはこうあります。「まだ遠く離れていたのに、父親は息子を見つけて、憐れに思い、走り寄って首を抱き、接吻した」(20節)。

　「近寄る」「近づく」と「走り寄る」は言葉が違いますが、内容的にはほぼ同じです。

　　(3)　ここで「憐れに思う」と訳されている言葉は、ギリシア語で「スプランクニゾマイsplanknizomai」という動詞です。この言葉は「スプランクナ＝内臓、はらわた」という名詞に動詞の語尾をつけたもので、目の前の人の苦しみを見たときに、自分のはらわたが揺さぶられる、ということを表す言葉です。ある人はこれを「はらわたする」と訳しました。普通の日本語では「胸を痛める」と訳すのがよいでしょうか。胸よりも内臓のイメージですから、「肝苦りさ(チムグリサ)」という沖縄の言葉が一番近いかもしれません。目の前の人の痛みを自分の体で感じてしまう、そのような深い共感を表す言葉なのです。

　見て、はらわたするので、放っておけず、近づいていき、自分にできる精一杯のことをする。ルカ福音書は、愛するとはこういうことだと言おうとしているようです。その愛は何よりもまず、放蕩息子のたとえに示された父である神の愛であり、今日のナインの物語に示されたイエスの愛であり、そして、善いサマリア人のたとえで示されているような、わたしたち一人一人に求められている愛なのです。
　　(4)　今日の福音の出来事は、第一朗読で読まれる列王記上17章にある預言者エリヤの物語とよく似ています。紀元前9世紀、エリヤはシドンのサレプタという町に住むやもめの死んだ息子をよみがえらせました。イエスのなさったことを見て、人々が「大預言者が我々の間に現れた」(16節)というのはこの故事を思い出したためでしょう。「神はその民を心にかけてくださった」という箇所で使われている動詞は「顧みる」とか「訪れる」とも訳される言葉です。ルカ1章68節以降のザカリヤの歌では「主はその民を訪れて解放し」と訳されています。なお、この前にある「恐れ」はただの恐怖ではなく、神の威光に触れた人間の自然な感情を表す言葉です。だから「賛美」につながっていくのです。
　
　　(5)　13節でイエスは「主」と呼ばれています。使徒言行録2章36節に、「イスラエルの全家は、はっきり知らなくてはなりません。あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、神は主とし、またメシアとなさったのです」とあります。イエスが「主」と呼ばれるのは、おもに復活後のことですが、ルカ福音書では地上で活動していたイエスについても「主」という言葉が使われています。これは、イエスが神と等しい権威と力を持っていることを表していて、今日の箇所でもまさにそういう意味で「主」と言われています。
　この物語は、「貧しい人は福音を告げ知らされ」(ルカ7章22節)、イエスの愛に触れた人が絶望と死の暗闇から立ち上がるという、メシアの時代の始まりを示しています。わたしたちも、イエスによって始まったこの新しい時代を生きるよう招かれているのです。
